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支部長挨拶

日頃は校友会東京支部にご支援を頂き有難うございます。令和3年度も新型コロナウィ
ルス感染対策で多くのサークルの活動や支部報告会、特別演奏会が縮小や中止、方法を変
えての実施となりました。今年度はWithコロナに対応した方法で活動を進めて参ります。
皆さんのご協力をお願い致します。

東京支部は校友相互の親睦と連携、学園の在学生・大学院生への支援、学園の発展を目
指して活動を進めております。支部の活動は会員に直接働きかける日常的な活動です。こ
れらの支部活動は小さな一歩ですが、この積み重ねを大切に継続的な活動を進めて参ります。
現在、東京支部による日常的な活動は9つのサークルが担当し、支部報告会や特別演奏会、
講演会、東京支部だより発行、校友会・東京支部掲示板は支部本部が担当しています。
9つのサークルとは、囲碁、俳句、写真、ゴルフ、ボウリング、詩吟、社会見学、歴史実験、
健康麻雀です。これらのサークル活動には、近隣支部の方々にも参加を頂き、校友相互の
親睦と連携の大きな柱となっています。なお、サークル活動の案内や報告など情報発信は
校友会ホームページの支部組織部ニュースあるいは支部掲示版にてお報せします。

第30回東京支部報告会は、令和3年9月に新宿キャンパス28階にて開催
を予定していましたが、新型コロナウィルス感染防止対策の一環で郵送
による報告（支部だよりの送付）としました。なお、特別演奏会（女性3人
のアンサンブル・パセオによる演奏）はYouTubeの限定配信（右のQRコー
ドでアクセス）にて皆様にお送りしました。

今年度もコロナ禍が続く状況ですが、第31回東京支部報告会と特別演奏会、懇親会は新
宿キャンパスにて9月18日（日）に開催を予定しています。今後の支部活動状況については
校友会ホームページの支部組織部ニュースと支部掲示板をご覧ください。
問合せは工学院大学校友会事務局（電話：03-3342-2064、電子メール：jimukyoku@

kogakuin.or.jp）にお願い致します。

★東京支部の活動費は支部会費の減少からマイナス傾向が続いております。東京支
部の活動を発展・維持するため、支部会員の皆様には支部会費で応援して頂けれ
ば幸いです。同封の振込用紙をご使用ください。

支部長　椋 田　 實
（大学　電子工学科　S45年卒）

◆支部長挨拶
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サークル紹介

世話人　長　島　珍　男
（大学　工業化学学科　S42年卒）

囲 碁 サ ー ク ル

囲碁サークルは例年ですと毎月1回（土曜日の午後1時から4時半）工学院大学新宿校舎
28階第4会議室にて活動しておりました。但し1月は会場の都合により休会です。
年会費は無料です。用具類は、14人分が用意されております。活動は囲碁対局のみです。
点数制を用いて棋力のハンデを補っております。
参加の予約は不要です。見物だけでも可です。お気軽にお越しください。

今年も、コロナ禍で新宿校舎会議室が使えませんが、使用できるようになれば、再開は
支部掲示板等でお知らせします。
お問い合わせは、校友会事務局（TEL）03-3342-2064

（世話人連絡先： 長島　珍男（ながしま　くにお）（本学名誉教授） TEL＆FAX：042-493-2805（自宅）　E-mail（pc）：nagakuni00@nifty.com
事　 務 　局：工学院大学校友会　TEL：03-3342-2064 ）

（世話人連絡先：椋田　實　TEL＆FAX：042-366-4874　E-mail（pc）：mukuda@mukuda.net）

私たちは、過去の実験機材を保存し、実験テーマの記録と機材の保全・管理・公開する
こと目的に、歴史的実験機材保管サークル（略称：歴史実験サークル）を2017年12月に設
立しました。
2018年度、2019年度と、電気・電子実験指導書の電子ファイル化を進めるために、電気・
電子実験指導書のPDF化を進めました。2020年度、2021年度はコロナ禍の影響を大きく
受けて、全く進みませんでした。
2022年度もコロナ禍の影響が続くと「自宅で作業が出来る」方法を考えないと進展は望

めません。やはり、早く新宿キャンパスが使えるような状態になるように希望しています。
また、過去の実験機材の保存に関しても保存場所等で大学の方々と相談したいと思います。

世話人　椋　田　　實
（大学　電子工学科　S45年卒）

歴史的実験機材保管サークル（歴史実験サークル）
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サークル紹介

（世話人連絡先：小山内　敏　TEL：090-8089-9264）

コロナ禍が始まって令和4年度で3年目を迎えました。俳句サークル（東京俳好会）の活
動は令和2年度並びに令和3年度とも会員がお互いに対面で一度も顔を合わせることなく月
1回の句会を2年間続けて行うことが出来たのです。学校等の施設を借用できなくても毎月
作成した俳句を通信でやり取りすれば句会は続けられるのです。「俳句は老いの楽しみと
か」そのつぶやきを聞いておりますと「私は俳句を中心に生きているみたい」とか「今朝
も散歩をしていると薄紫のライラックが微笑んでいるようだ」「すぐに句帳に書き留めて
月1回開かれる通信句会のために記録しているよ」「好奇心に擽られて雑草にも話しかけて
いる自分が居る」「自分の句が新聞や雑誌に載ったりすると励みになって嬉しい」と聞こ
えそうな気がします。多くの高齢者は足腰の弱さもさることながら意外と外出しないらし
いのです。8割以上の人はただテレビを見るだけで一日を過ごしているように見られます。
俳句を生き甲斐にすれば自ずと外出をするのでこの先の生存率も向上するのです。コロナ
禍とは言えやはり「野遊びや青きを踏みに」出かければ介護が必要になる確率が4割ほど
減少するデーターがあると言われております。東京へは出てこられなくても対話はやはり
必要です。地域での会合などで話し合える機会を大切にしていきたいと思います。
昨年（令和3年度）の通信句会の方法を記録にとどめておけば誰が世話人になっても句
会は継続してできるものと思われます。

世話人　小 山 内　　敏
（大学　工業化学科　S37年卒）

俳句サークル（東京俳好会）

通信句会の方法：
 ①毎月締切日までに当季雑詠3句を世話人へ送付する。
②送付された会員の俳句は世話人が清記して会員に送付する。
③ 会員は清記された俳句を所定の数だけ選句して世話人へ郵送する。世話人は選句
されたものを句会報として纏め会員へ郵送する。送付はメール、ファックス、ま
たは郵送とする。
令和4年度も新型コロナ感染の状況を見ながら句会を進めていきたいと思います。
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サークル紹介

東京写好会では、会員各々が所有する各種のカメラを使用して、年間10回程度の撮影会や
会員が自由に撮影した作品を持ち寄り、校友会談話室で年5回の例会を開き、作品コンテス
トを実施、お互いの評価を通して技量の向上に努め、成果を発表する機会として毎年7月か
ら9月迄の期間内に1週間程度の作品展を外部開催することを目標に活動を行って来ました。

然し乍ら、令和2（2020）年初頭から世界的に流行を始めた新型コロナウイルスの感染拡
大のため、社会活動の自粛や規制に従い、定例会、撮影会および作品展など全ての中止を
余儀なくされ、寂しい1年を過すこととなりました。校友会各位に作品展中止連絡に併せ、
椋田氏の尽力により校友会支部の掲示板に作品をWeb利用で、掲示するとともに、9月に
試行的に実施した野川公園での撮影会が僅かな活動内容となりました。

2021年から作品展を含む撮影会や例会などは、コロナ感染拡大の状況から行動に責任を
持つことが困難なため、当面は活動の自粛を継続しています。

2022年の第17回作品展は、8月23日（火）～28日（日）で開催を予定していましたが、蔓延
防止期間が過ぎても、感染者が日に日に増え続けるため、4月1日、残念ながら中止と致し
ました。

過去の活動状況を以下に紹介をいたします。

（1）撮影会（令和元年～令和3年度）
◆ 令和2年9月29日（火） 三鷹市 都立野川自然観察園（彼岸花） 参加者9名
上記以外は全て中止

（2）定例会およびコンテスト（令和元年～令和3年度）
例会および総会の開催、写真コンテスト等の全てを中止としました。

（3）令和2年度 第16回作品展
半蔵門のJCII・フォトサロンで令和2年8月25日（火）～8月30日（日）を予定の作品展は

コロナ感染拡大懸念により会員総意により中止としましたが、椋田氏の尽力により有志
の作品を支部掲示板にWeb展示しました。

●東京写好会では、写真を楽しみたい、興味のある校友の方々のご参加をおまちしています。
　居住地域、支部に拘らず、校友と趣味を通じて親睦の輪を拡げてゆきたいと考えています。

（世話人連絡先：三宅　捷夫　TEL&FAX：042-364-6389）

世話人　三　宅　捷　夫
（大学　建築設備工学コース　S42年卒）

写真サークル（東京写好会）

東京都三鷹市 野川自然観察園　参加者および彼岸花　2020年9月29日
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ゴルフサークルは、松本昌邦様が世話人を担当されておりましたが、令和4年3月にご逝
去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。令和4年度の活動予定は未定です。

（世話人連絡先：未定）

ゴ ル フ サ ー ク ル

サークル紹介

2021年度サークル活動報告
2021年度のボウリングサークルの活動はコロナ禍で自粛としました。
今年度は、コロナ禍の状況次第で、高田馬場ビックボックス8階グランドボウルにて、
ボウリングを実施する予定です。しかし、2年間も自粛していたため、皆さんの参加意欲
がだいぶ落ちているように見えます。健康年齢を維持するためにも、ご参加ください。
開催日時は校友会の掲示板やメールでお知らせします。

2022年5月29日　ボウリングサークル世話人　勝俣　邦雄

世話人　勝　俣　邦　雄
（大学　建築学科　S38年卒）

ボウリングサークル（東京投好会）

（世話人連絡先：勝俣　邦雄　TEL：090-4072-5188　E-mail（pc）：katsumata920@ybb.ne.jp）
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サークル紹介

詩吟サークル「東京吟好会」は13年目に入りました。これも偏に皆様のご支援の賜物と
心から感謝申し上げます。この間には色々な問題に遭遇しました。最大の問題が会員の高
齢化です。当初70歳代であった会員の方が80歳代から90歳代になってしまいました。しか
も最も熱心だった伊藤さんと岡部さんが出席出来なくなってしまいました。しかし何と
言っても最大の問題は新型コロナウィルスの発生です。新宿校舎を使わせて頂けなくなり
活動そのものが不可能になってしまいました。コロナワクチンを既に3回受けており、そ
ろそろウィズコロナで活動する時ではないかと思っております。今年度も新宿校舎の利用
をお願いしたく年間予定表をお願いしておりますが今の所いつから使えるようになるか不
明との事です。そこでもし会員の方々がよろしかったら私が所属している流派の緑村吟詠
会の方へご出席して頂くのは如何かと思っております。こちらは毎週活動しています。マ
スクをして距離を確保し詩吟をやっております。早くファカルティクラブに戻って活動し
たいと存じます。練習は毎月第3土曜日 午後2時から4時までとしその後はミーティングと
しております。会場が使えるようになるまで各自で漢詩を楽しんで頂き正常な状態に戻り
ましたら再び皆さんと詩吟を吟じたいと思います。また新しい会員も重ねて募集致します。
是非ご連絡下さい。よろしくお願い申し上げます。

2022年度の予定
会場：中層棟8階ファカルティクラブ（予定）
2022年4月16日（土） 14：00～17：00 未　定 10月15日（土） 14：00～17：00

5月14日（土） 14：00～17：00 以下未定 11月19日（土） 14：00～17：00
6月18日（土） 14：00～17：00 12月17日（土） 14：00～17：00
7月16日（土） 14：00～17：00 2023年1月14日（土） 14：00～17：00
8月20日（土） 14：00～17：00 2月18日（土） 14：00～17：00
9月17日（土） 14：00～17：00 3月18日（土） 14：00～17：00

（世話人連絡先：渡部　哲次　TEL&FAX：03-3392-3922）

世話人　渡　部　哲　次
（大学　建築学科　S45年卒）

詩吟サークル（東京吟好会）
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サークル紹介

（世話人連絡先：芦田　拓也　TEL：080-7827-5190）

世話人　芦　田　拓　也
（大学　電子工学科　S38年卒）

健 康 麻 雀 サ ー ク ル

人間の脳には、情報を処理するために一時的に記憶を入れて、処理する『ワーキングメ
モリ』機能があり、このワーキングメモリが大きいと、一度により多くの情報を処理でき
ます（東北大学の川島隆太）。そこで、ゲーム（健康麻雀）をすることで、「意識的にワー
キングメモリを使うトレーニング」が出来ます。

2020、2021年度は会議室がコロナ禍で使えないことで、活動を行いませんでした。この
状態では、皆さん全員の認知症予防にと始めた健康麻雀ですが、残念ながら上手く働いて
いません。

今年度は会議室が使えれば、健康麻雀を開催したいと思います。皆さんの参加をお待ち
申し上げます。

（世話人連絡先：横山　修一　TEL：090-1661-4894）

世話人　横　山　修　一
（大学　電気工学科　Ｓ43年卒）

社会見学サークル（東京見好会）

2021年度の社会見学サークルの活動は新型コロナの感染防止で中止としました。
今年度、社会見学会の予定ですが、コロナウィールスの終息が見込まれていない状態で
すので、様子見の状態です。
今後は、コロナウィールスの状態（移動解除）で判断します。従って、予定を立てるこ
とができない状態なので、開催する場合は校友会の掲示板やメールにてお知らせします。
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報告会資料

令和3年度 活動報告
⑴　報 告 会　　第30回東京支部報告会
　　開 催 日 時　　令和3年9月19日（日）　午後2時00分
　　開 催 場 所　　 東京都新宿区西新宿1－24－2 

工学院大学新宿校舎28階　第4会議室
　　　※ 令和3年度の支部報告会はコロナ禍の感染状況により、昨年と同様に「支部だ

より」の郵送による報告と審議としました。
　　　一、令和2年度 活動報告および決算報告
　　　一、令和2年度 収支・監査報告
　　　一、令和3年度 活動計画および予算上程
　　　一、令和3年度 サークル活動計画
　　特別演奏会　　新宿校舎28階　第1・2会議室
　　　※ 演奏はアンサンブル・パセオ」、パートは、ピアノ、パーカッション、メロディー

楽器の3名のグループです。演奏会はコロナ禍の感染防止により集合形式は中
止して、演奏を録画してYouTubeによる限定配信を行いました。

　　　※親睦会はコロナ禍の感染防止により中止としました。

⑵　定例役員会　　隔月・偶数月に電磁的に資料を送付し、書面で審議した。

⑶　令和3年度 決算書（令和3年4月1日～令和4年3月31日）
単位：円

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

前 期 繰 越 金
会費収入 （71人×3,000円－手数料）
報 告 会 懇 親 会 費
支 部 活 動 支 援 費
銀 行 利 息
特 別 積 立 金 か ら 繰 入
寄 付 金

146,930
205,651

0
296,000

35
400,000
6,600

通 信 費
印 刷 費
会 議 費
報 告 会 費
慶 弔 費
対 外 費
活 動 費
全 国 大 会 費

次 期 繰 越 金

149,733
378,356

0
69,453
30,000

0
0
0

427,674

合　　　　　　計 1,055,216 合　　　　　　計 1,055,216
※1 特別積立金（定期預金）130万円　※2 支部長の承認により科目間の流用を認めるものとする。

　会計担当　　竹本　正勝　

　　 〃 　　　櫻井　良尚　

上記の内容について監査の結果相違なきことを認めたので報告します。

2022年4月1日

　会計監査　　甘粕　一彦　

会計担当：竹本　正勝　　立会者：椋田　實
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令和4年度 活動計画
⑴　報 告 会　　第31回東京支部報告会
　　開 催 日 時　　令和4年9月18日（日）　午後2時00分
　　開 催 場 所　　 東京都新宿区西新宿1－24－2 

工学院大学新宿校舎28階　第4会議室
　　　※ 令和4年度の支部報告会は新型コロナの感染状況により、昨年と同様に「支部だより」

の郵送による報告になる可能性があります。校友会東京支部掲示板でご確認ください。
　　　一、令和3年度 活動報告および決算報告
　　　一、令和3年度 収支・監査報告
　　　一、令和4年度 活動計画および予算上程
　　　一、令和4年度 サークル活動計画
　　特別演奏会　　 新宿校舎28階　第1・2会議室、演奏グループは「未定」です。
　　　※演奏は録画を行いYouTubeにて限定配信を行います。
　　懇 親 会　　新宿校舎28階　第1・2会議室
　　　※新型コロナの感染状況により中止となる可能性があります。

⑵　定例役員会　　 隔月・偶数月に電磁的に資料を送付し、書面で審議となる場合
があります。

⑶　令和4年度 予算案（令和4年4月1日～令和5年3月31日）
単位：円

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

前 期 繰 越 金
会費収入 （70人×3,000円－手数料）
報告会懇親会費 （25人×3,000円）
支 部 活 動 支 援 費
銀 行 利 息
特 別 積 立 金 か ら 繰 入
寄 付 金

427,674
200,000
75,000
296,000

0
0
0

通 信 費
印 刷 費
会 議 費
報 告 会 費
慶 弔 費
対 外 費
活 動 費
全 国 大 会 費

次 期 繰 越 金

150,000
350,000
100,000
200,000
32,000
20,000
80,000
30,000

36,674

合　　　　　　計 998,674 合　　　　　　計 998,674
※1 特別積立金（定期預金）130万円　※2 支部長の承認により科目間の流用を認めるものとする。

★会員募集…… 各サークルとも随時入会を受付けています。各世話人宛にお気軽にお問合せ下さい。
　　　　　　　※今年は3年目のWithコロナ、新宿校舎での活動は休止中です。活動は校友会支部掲示板に掲載。

【サークルの世話人と活動計画】
●囲 碁 サ ー ク ル……… 月1回・例会、年2回・囲碁大会を開催（活動予定） 

世 話 人　長　島　珍　男　TEL：042-493-2805
●俳 句 サ ー ク ル……… 月1回・句会を開催予定（活動中） 

世 話 人　小山内　　　敏　TEL：090-8089-9264
●写 真 サ ー ク ル……… 月1回・撮影会、年5回定例会とコンテストを開催（活動予定） 

世 話 人　三　宅　捷　夫　TEL：042-364-6389（幹事：高須信之）
●ゴ ル フ サ ー ク ル……… 年2回・春秋に開催（休止中） 

世 話 人　未　定
●ボウリングサークル……… 偶数月開催予定、学園教職員サークルと年2回交流（活動予定） 

世 話 人　勝　俣　邦　雄　TEL：090-4072-5188
●詩 吟 サ ー ク ル……… 月1～2回・例会、夏季・春季講習会を年2回、ファカルティクラブで開催予定 

世 話 人　渡　部　哲　次　TEL：03-3392-3922
●社会見学サークル……… 年1回～2回・民間、公共を問わず見学会を開催（活動予定） 

世 話 人　横　山　修　一　TEL：090-1661-4894
●歴史実験サークル……… 月1回・随時、歴史的実験機材の保全と教育への活用を支援（休止中） 

世 話 人　椋　田　　　實　TEL：042-366-4874
●健康麻雀サークル……… 月1回・例会、頭の体操と手作業による刺激で脳の活性化を図る（活動予定） 

世 話 人　芦　田　拓　也　TEL：080-7827-5190

報告会資料
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役員名簿

令和4年度　役員名簿 （令和4年6月9日現在、順不同）

支 部 長 椋 田 　 　 實
（歴史実験サークル世話人）

副 支 部 長 小 口 俊 明 渡 部 哲 次
（詩吟サークル世話人）

米 澤 元 進
（支部だより編集委員長）

幹 事 宮 木 義 雄 久 我 道 一
（ 書 記 役 ）

竹 本 正 勝
（ 会 計 役 ）

小 池 哲 夫 原 　 慎 吾 篠 原 克 幸
櫻 井 良 尚
（ 会 計 役 ）

小 林 義 和
（ 書 記 役 ）

大　山　クデル

原 　 貴 子 青 木 　 勲 松 田 　 清
会 計 監 査 甘 粕 一 彦
顧 問 南 迫 哲 也 若 林 勝 司 横 山 修 一

（社会見学サークル世話人）

参 与 小山内　　　敏
（俳句サークル世話人）

三 宅 捷 夫
（写真サークル世話人）

長 島 珍 男
（囲碁サークル世話人）

中 畑 　 慧 井 上 三 雄 勝 俣 邦 雄
（ボウリングサークル世話人）

芦 田 拓 也
（健康麻雀サークル世話人）

大 塚 正 男
（30周年誌編集委員長）

書 記 役 久 我 道 一※ 小 林 義 和※ ※兼任2名
会 計 役 竹 本 正 勝※ 櫻 井 良 尚※ ※兼任2名

【支部だより編集委員会】

委 員 長 米 澤 元 進※
※兼任2名

委 員 椋 田 　 實※

【東京支部創立30周年記念誌編集委員会】
委 員 長 大 塚 正 男※

※兼任4名委 員 横 山 修 一※ 久 我 道 一※
椋　田　　　實※

（以上28名）
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あとがき

支部だよりも第31号を発行することができました。

東京支部では、支部会員および近隣支部会員の皆様向けに文化・芸術の研鑽や健康維

持の場として年齢性別を問わずご参加いただけるサークル活動を行っております。たく

さんのサークルをお気軽にご利用いただき、支部活動を盛り上げて下さい。

今年度も昨年同様コロナの影響で、かなりサークル活動も制限されてしまいました。

来年度はコロナも落ち着いて、多くのサークルが活動計画の修正を行えるよう願います。

「支部だより」は、東京支部の活動状況を会員の皆様にお知らせする事で工学院大学学

園OBの皆様と交流の一助に役立てて頂ければ幸いです。

また、支部だより編集委員会では、記事の内容・構成その他、皆様のご意見を伺いた

いと思っております。事務局宛てお寄せ下さいますようお願い致します。

編集委員長　米　澤　元　進


